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9. 研究実績の概要

CMOS半導体集積回路技術をベースとしたフレキシブル脳計測・刺激デバイスを試作・機能実証した。本研究で実現したデバイスの最大
の特長は、分散型アーキテクチャを採用した構造である。分散型アーキテクチャは、小型のCMOS神経刺激チップを、フレキシブル基板
上に分散配置することで、集積回路のスイッチングによる少配線-多点刺激および、チップ内部での刺激信号生成やアンプによる計測
性能の向上を狙うものである。
平成25年度は、それまでに実現したCMOS単位チップと、高性能電極を組み合わせたデバイスの試作・機能実証を行った。実現したデバ
イスは、電極の中にCMOS単位チップを内蔵する"スマート電極"タイプの構造をとっており、既存技術との形状互換性を維持しながら、
集積回路搭載による高機能性を実現した。パッケージングには、フリップチップ実装技術を用いており、CMOS集積回路による単位チッ
プはフレキシブル基板および電極によりシールされ、防水性を実現する。デバイスの駆動テストの結果、目的とする刺激・計測機能が
実現できた。現在のプロセスは高い技術を必要とし、歩留まりに限りがある。実装プロセスを最適化し、信頼性を向上することによっ
て、脳科学・医療分野に利用できるデバイス技術になると期待される。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

バイオデバイス バイオセンシング 脳刺激計測 CMOS

キーワード10.

    （１／５）



２版

11.研究発表

〔雑誌論文〕　計( ３ )件　　うち査読付論文　計( ３ )件 （最終年度分）

2 0 1 4

2 0 1 3

2 0 1 3

最初と最後の頁

27-37

184-189

310-312

巻

巻

巻

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

10.1016/j.sna.2014.03.001

10.3169/mta.1.184

10.1002/tee.21860

211

1

8

発行年

発行年

最初と最後の頁

査読の有無

有

有

有

雑　　誌　　名

雑　　誌　　名

雑　　誌　　名

Sensors and Actuators A: Physcal

ITE Transactions on Media Technology and Applications

IEEJ Transaction on Electrical and Electronic Engineering

著　者　名

著　者　名

著　者　名

T. Noda, K. Sasagawa, T. Tokuda, Y. Terasawa, H. Takashiro, H. Kanda, T.
Fujikado, and J. Ohta

Y. Sawadsaringkarn, T. Miyatani, T. Noda, K. Sasagawa, T. Tokuda, and J.
Ohta

Yi-Li Pan, T. Noda, K. Sasagawa, T. Tokuda, and J. Ohta

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

発行年 最初と最後の頁

論　　文　　標　　題

論　　文　　標　　題

論　　文　　標　　題

Performance improvement and functionalization of an electrode array for retinal prosthesis by iridium
oxide coating and introduction of smart-wiring technology using CMOS microchips

A CMOS optoelectronic neural interface device based on an image sensor with on-chip light stimulation
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CMOSベースマイクロバイオメディカルフォトニックデバイスの研究開発

AC駆動型人工視覚向け網膜刺激デバイスの駆動検証

CMOSイメージセンサをベースとした生体埋め込みデバイス
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